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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、
当
市
で
行
わ
れ
た
４
種
目
の
競
技
も
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
９
月
17
日
の
集

中
豪
雨
で
多
く
の
市
民
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
復
旧
へ
の
ご
厚
情
と
し
て
、
関
係
各

位
か
ら
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
さ
て
、
平
成
二
十
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
地
方
の
自
立
」
を
謳
っ
た
地
方
分
権
が
叫
ば
れ
て

久
し
く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
新
し
い
行
財
政
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
最
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
歳
出
抑
制
策
や
昨
今
の
経
済
情
勢
等
を
反
映
し
て
、
市
の
財
政

事
情
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
に
お
い
て
も
行
政
運
営
の
効
率
化
を
進
め
つ
つ
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
各
種
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
主
な
取
組
み
と
し
て
、
北
秋
田
市
民
病

院
の
建
設
工
事
を
は
じ
め
、
昨
年
秋
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
事
業
や
観
光
振
興
事
業
、
若
者
の
雇
用

の
確
保
と
拡
充
を
目
指
し
た
企
業
誘
致
と
大
型
店
整
備
な
ど
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
年
は
「
全
国
植
樹
祭
」
が
本
市
の
北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
国
体

に
続
く
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
市
民
の
参
画
で
も
っ

て
成
功
に
導
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
お
わ
り
に
、
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

謹
賀
新
年

今

年

は

子
年

　
　
　
　
　
は
子
年
。
昔
は
夜

　
　
　
　
　
に
な
る
と
、
ネ
ズ

ミ
が
天
井
裏
を
走
り
回
り
、
チ

ュ
ウ
チ
ュ
ウ
と
鳴
く
声
が
聞
こ

え
た
り
し
た
も
の
で
す
が
、
最

近
は
家
屋
の
構
造
が
変
わ
っ
て

き
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
天
井

裏
を
走
り
回
っ
た
り
鳴
い
た
り

し
て
い
る
ネ
ズ
ミ
は
少
な
く
な

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
は
、
数
も
種

　
　
　
　
　
　
　
類
も
多
く
、

ほ
乳
類
の
約
半
数
、
１
７
０
０

種
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
ほ
ぼ
全
世
界
に
分

布
し
、
ネ
ズ
ミ
算
と
い
う
言
葉

も
あ
る
よ
う
に
、
繁
殖
力
が
お

う
盛
で
、
１
回
に
20
匹
の
子
を

生
む
種
類
も
あ
り
ま
す
。 

　
人
間
は
昔
か
ら
ネ
ズ
ミ
の
害

に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
も
、
ハ
ム
ス

タ
ー
な
ど
の
種
類
は
、
実
験
動

物
と
し
て
医
学
の
進
歩
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
な
動
物
だ
け
に
、

　
　
　
　
　
こ
と
わ
ざ
に
も
し

ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。
弱
者
で

も
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
強
者
に

逆
襲
す
る
と
い
う
意
味
の
「
窮

鼠
猫
を
噛
む
」
や
、
前
ぶ
れ
の

騒
ぎ
ば
か
り
大
き
く
て
、
実
際

の
結
果
は
極
め
て
小
さ
い
こ
と

の
例
え
で
あ
る
「
泰
山
鼓
動
し

て
鼠
一
匹
」
な
ど
は
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
鼠
の
嫁
入
り
」
は
、

あ
れ
こ
れ
と
選
ん
で
も
、
結
局

代
わ
り
映
え
し
な
い
と
こ
ろ
に

落
ち
着
く
と
い
う
例
え
で
す
。 

　
さ
て
、
子
年
は
十
二
支
の
ト

ッ
プ
で
す
。
昨
年
は
、
天
災
や

事
件
の
多
い
暗
い
年
で
し
た
が
、

今
年
は
気
分
を
一
新
し
て
、
良

い
年
と
し
ま
し
ょ
う
。 

１
月
１
日
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
／
元
旦
倉
ノ
山
登
山 

　
　
15
日
　
雪
中
田
植
え
／
ど
ん
と
祭
り 

２
月
１
日
　
雪
中
稲
刈
り
／
厄
払
い 

　
　
３
日
　
市
民
ス
キ
ー
大
会 

　
　
上
旬
　
森
吉
山
樹
氷
ま
つ
り
／
も
ち
っ
こ
市 

３
月
21
日
　
合
川
万
灯
火 

４
月
下
旬
　
鷹
巣
中
央
公
園
・
阿
仁
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
パ
ー
ク
桜
ま
つ
り
　 

５
月
３
日
　
森
吉
山
山
開
き 

６
月
上
旬
　
竜
ケ
森
山
開
き
／
太
平
湖
湖
水
開
き 

　
　
　
　
　
／
花
の
百
名
山
森
吉
山
紀
行
／
ふ
る

　
　
　
　
　
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り 

　
　
15
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭 

７
月
上
旬
　
阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
／
た
か
の

　
　
　
　
　
す
米
代
川
花
火
大
会 

　
　
14
日
　
綴
子
大
太
鼓
祭
り
（
〜
15
日
） 

　
　
中
旬
　
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り 

８
月
７
日
　
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り 

　
　
14
日
　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
ま
と
び
／

　
　
　
　
　
市
民
盆
踊
り
大
会
（
〜
15
日
） 

　
　
15
日
　
成
人
式 

　
　
16
日
　
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し 

９
月
上
旬
　
市
民
俗
芸
能
大
会
／
た
か
の
す
太
鼓

　
　
　
　
　
ま
つ
り
／
縄
文
ま
つ
り 

　
　
28
日
　
１
０
０
㎞
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン 

10
月
上
旬
　
紅
葉
の
森
吉
山
紀
行
／
フ
ロ
ー
ラ
ル

　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ 

　
　
下
旬
　
市
産
業
祭 

11
月
上
旬
　
市
文
化
祭 

12
月
下
旬
　
市
内
各
ス
キ
ー
場
開
き 

今
年 

ネ
ズ
ミ 

身
近 

森吉山樹氷まつり（２月上旬） 第59回全国植樹祭（６月15日） 合川まとび（８月14日） 紅葉の森吉山紀行（10月上旬） 

鷹巣中央公園桜まつり（４月下旬） たかのす米代川花火大会（７月上旬） たかのす太鼓まつり（９月上旬） 市産業祭（10月下旬） 
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平
成
19
年
12
月
定
例
議
会
は
、
11
月
30 
日
に
開
会
、
12 
月
19 
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大

綱
質
疑
、
ま
た
11
日
、
12 
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各

常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
、
提

出
議
案
63 
議
案
の
う
ち
、「
大
太
鼓
の
館
の
指
定
管
理
者
指
定
案
」
ほ
か
２
議
案

（
陳
情
案
件
）を
除
く
60
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
前
号

に
続
き
12
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

建
設
部
・
水
道
課
関
係

消
防
本
部
関
係

教
育
委
員
会
関
係

▲美しいハーモニーが、会場全体を包み聴衆

を魅了した第２回浜辺の歌音楽祭 

■
都
市
計
画
課 

 

水
害
で
被
災
し
た
都
市
公
園
２
箇
所（
米

代
川
河
川
緑
地
・
阿
仁
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
）
の
復
旧
は
、
災
害
実
地
査
定
が
11
月

下
旬
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
雪
解
け
を
待
っ

て
本
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。 

　
市
営
住
宅
に
仮
住
ま
い
を
希
望
し
た
被

災
避
難
者
に
は
、
緊
急
性
等
を
鑑
み
、
３
ヶ

月
を
限
度
に
無
償
貸
付
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
７
世
帯
が
入
居
し
て
い
ま
す
。  

 

11
月
上
旬
に
「
北
秋
田
市
住
生
活
基
本

計
画
」
の
策
定
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
市
営
住
宅
の
整
備･

改
善
等
、
住
宅

行
政
に
適
正
に
反
映
し
ま
す
。 

■
建
設
課 

　
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
の
平

里
橋
上
部
工
に
つ
い
て
は
、
12
月
中
、
道

路
工
に
つ
い
て
は
年
度
内
に
完
成
予
定
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
整
備
交
付
金
事
業

大
野
台
幹
線
の
道
路
改
良
工
事
の
全
体
進

捗
率
は
約
80
％
で
す
。
単
独
事
業
の
七
日

市
松
沢
線（
妹
尾
館
地
区
）道
路
改
良
工
事

の
進
捗
率
は
約
85
％
、
ま
た
、
小
様
三
枚

線
の
進
捗
率
は
約
75
％
で
す
。 

　
豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て

は
、
道
路
災
害
61
箇
所
、
河
川
災
害
18
箇

所
、
橋
梁
１
箇
所
の
計
80
箇
所
の
災
害
実

地
査
定
は
41
箇
所
の
査
定
を
終
了
し
、
残

り
39
箇
所
の
査
定
は
11
月
中
で
終
了
す
る

予
定
で
す
。
採
択
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、
早
期
復
旧
に
努
め
ま
す
。 

■
下
水
道
課 

　
公
共
下
水
道
事
業
の
工
事
発
注
状
況
に

つ
い
て
は
、
鷹
巣
処
理
区
は
面
整
備
工
事

２
件
、
舗
装
復
旧
工
事
１
件
、
阿
仁
合
処

理
区
は
、
舗
装
復
旧
工
事
１
件
、
面
整
備

工
事
１
件
を
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
工
事
発
注
状
況

は
、
管
路
布
設
工
事
３
件
、
管
路
補
修
工

事
１
件
、
マ
ン
ホ
ー
ル
調
整
工
事
１
件
を

そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
水
害
に
よ
り
公
共
下
水
道
の
合
川
浄
化

セ
ン
タ
ー
及
び
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
、
前
田
地
区
ほ
か
８
地
区
に
お
い
て

被
害
を
受
け
、
木
戸
石
地
区
、
前
田
地
区
、

浦
田
地
区
、
西
地
区
は
、
11
月
中
で
災
害

実
地
査
定
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

補
助
災
害
の
採
択
要
件
に
満
た
な
い
地
区

は
市
単
独
復
旧
事
業
と
し
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。
採
択
さ
れ
た
地
区
は
、
早
期
復

旧
に
努
め
ま
す
。 

■
水
道
課 

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
鷹
巣
浄
水

場
耐
震
診
断
及
び
改
修
設
計
業
務
委
託
を

発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
合
川
・
森
吉
地
区

統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
の
、
合
川

高
区
配
水
管
布
設
工
事
（
φ
２
５
０
㎜

Ｌ
＝
１
２
７
０
ｍ
）
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
豪
雨
災
害
で
取
水
施
設（
ポ
ン
プ

場
）
９
箇
所
が
水
没
し
、
国
の
災
害
復
旧

査
定
に
向
け
て
事
務
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。  

   ■
常
備
消
防 

 

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
火
災
、
救
急
等

は
、
建
物
火
災
２
件
、
そ
の
他
火
災
１
件

で
、
損
害
額
は
４
１
７
３
千
円
で
す
。
　

救
急
出
場
は
３
３
７
件
で
昨
年
同
期
と
比

べ
12
件
の
減
で
、
搬
送
人
員
は
３
２
３
名

で
す
。
事
故
種
別
で
は
急
病
が
２
２
４
件
、

一
般
負
傷
が
39
件
、
転
院
搬
送
が
29
件
、

交
通
事
故
が
26
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救

助
出
動
件
数
は
19
件
で
６
名
を
救
出
し
て

お
り
、
豪
雨
災
害
に
よ
る
４
名
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　
捜
索
は
２
件
発
生
し
、
豪
雨
の
際
行
方

不
明
と
な
っ
た
１
名
の
方
は
未
だ
発
見
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
鷹
巣
地
区
で
発
生

し
た
キ
ノ
コ
採
り
の
行
方
不
明
者
は
無
事

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
非
常
備
消
防  

　
豪
雨
災
害
に
際
し
て
は
、
各
支
団
が
河

川
警
戒
、
冠
水
地
域
の
避
難
誘
導
等
に
出 

動
し
、
ま
た
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、
消
防
団
各

支
団
が
各
地
区
で
放
水
訓
練
、
中
継
訓
練

の
実
施
、
火
災
防
止
及
び
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
促
進
に
関
す
る
チ
ラ
シ
配
布
を

行
い
ま
し
た
。 

 

   

■
総
務
課 

　
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
床
上
浸
水
の
被
害

を
受
け
た
合
川
中
学
校
は
、
被
災
し
た
設

備
の
復
旧
が
お
お
む
ね
終
了
し
、
学
校
生

活
や
授
業
が
平
常
ど
お
り
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
収
穫
祭
が

行
わ
れ
、
留
学
生
や
地
域
の
方
、
そ
し
て

卒
園
生
も
多
数
参
加
し
今
年
の
豊
作
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。 

■
義
務
教
育
課 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
は
、
小
中
学
生
が

各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
競
技
に
役
員
・
応

援
員
と
し
て
参
加
協
力
し
、
大
会
を
通
じ

て
大
き
な
感
動
と
喜
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
教
育
委
員
の
学
校
訪
問
を
、
小
・
中
・

高
等
学
校
22
校
に
お
い
て
実
施
し
、
学
校

経
営
や
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
、
生
徒
指

導
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。 

　
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
後
期
日
程
が
10

月
か
ら
12
月
ま
で
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
交
え
な
が
ら
各
小
・
中
学
校
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

■
高
校
教
育
課  

　
豪
雨
災
害
の
被
災
地
域
に
対
し
９
月
21

・
22
日
の
２
日
間
、
１
年
生
全
員
や
野
球

部
員
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
員
が
復
旧
作
業

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。 

　
市
教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問
、
秋
田
県

教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
要
請
訪
問
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
授
業
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

指
導
者
の
取
り
組
み
方
、
生
徒
へ
の
接
し

方
、
学
校
運
営
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

大
会
が
市
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ユ
ニ
カ
ー
ル
な
ど
18
競
技
に
選
手
役
員
お

よ
そ
１
５
０
０
人
が
参
加
し
交
流
や
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。 

　
地
方
街
路
工
事（
太
田
川
口
線
）の
用
地

買
収
に
伴
う
旧
鷹
巣
プ
ー
ル
の
解
体
工
事

が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
な
ど
の
場
内
整
備（
外
構
）工
事
を
行
い

ま
し
た
。 

■
生
涯
学
習
課  

　
平
成
19
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
は
、
展

示
部
門
は
阿
仁
公
民
館
と
阿
仁
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
演
示
部
門
は
北
秋

田
市
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
芸
術
文
化
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
３
名

の
方
々
に
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
を
、

優
れ
た
作
品
を
発
表
さ
れ
た
３
名
の
方
々

に
北
秋
田
市
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ

れ
授
与
し
ま
し
た
。
文
化
祭
で
発
表
さ
れ

た
作
品
や
芸
能
等
は
内
容
も
一
段
と
充
実

し
て
お
り
、
連
日
多
く
の
市
民
が
鑑
賞
に

訪
れ
ま
し
た
。 

　
第
２
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
北
秋
田
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
22
団
体

が
参
加
し
て
、
地
元
の
偉
大
な
作
曲
者
成

田
為
三
の
代
表
曲
「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ

め
と
す
る
合
唱
曲
を
披
露
し
、
多
く
の
聴

衆
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

            

■
公
民
館  

　
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
応
募
27
団
体･

個
人
の
中
か
ら
、
団
体

の
部
は
鷹
巣
中
央
小
学
校
が
、
家
庭
の
部

は
春
日
幸
子
さ
ん
が
市
長
賞
に
選
ば
れ
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
鷹
巣
中
央
小

学
校
は
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
も
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
第
44 

回

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

ま
す
。 

■
国
体
推
進
室 

　
第
62
回
国
民
体
育
大
会
秋
田
わ
か
杉
国

体
で
は
、
秋
田
県
が
天
皇
杯
、
皇
后
杯
を

獲
得
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
山
岳
競
技
が
森
吉
山

特
設
コ
ー
ス
及
び
森
吉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
、
秋
田
県
が
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
は
、
阿
仁
吉
田
特

設
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
は
天
皇
杯
17
位
で
し
た
。 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
鷹
巣
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
チ
ー
ム
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ

（
に
か
ほ
市
）が
初
優
勝
し
、
秋
田
県
の
総

合
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
は
、
合
川
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
は
総
合
４
位
で
し

た
が
、
少
年
男
子
フ
ル
ー
レ
で
は
秋
田
県

が
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
民
泊
に
つ
い
て
は
、
心
温
ま
る
も
て
な

し
に
選
手
・
監
督
か
ら
「
今
ま
で
に
な
く

最
高
で
す
」
と
の
讃
辞
を
戴
き
ま
し
た
。 

　
大
会
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
、
今
国
体

を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

▲３月に完成予定の平里橋 

▲たくさんの市民ボランティアや補助員に支

えられ成功裏に終えた秋田わか杉国体 

12月定例議会行政報告（その２）12月定例議会行政報告（その２）
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定例記者会見市長日誌

◇
12
月
１
日
〜
15
日 

３
日
（
月
）
▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会
に
出
席
（
市
役
所

　
　
　
　
　
大
会
議
室
） 

４
日
（
火
）
▽
北
秋
田
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達

　
　
　
　
　
式
に
出
席（
市
中
央
公
民
館
） 

５
日
（
水
）
▽
北
秋
田
市
民
病
院
建
設
工
事
起
工
式
に
出
席
　

　
　
　
　
　（
大
野
台
地
内
） 

７
日
（
金
）
▽
年
末
年
始
特
別
警
戒
に
伴
う
出
動
式
に
出
席
　

　
　
　
　
　（
北
秋
田
警
察
署
） 

９
日
（
日
）
▽
掛
泥
自
治
会
交
流
会
に
出
席（
掛
泥
自
治
会
館
） 

11
日
（
火
）
▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
　
　
一
般
質
問（
市
議
事
堂
） 

12
日
（
水
）
▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
　
　
一
般
質
問（
市
議
事
堂
） 

13
日
（
木
）
▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
存
続
を
考
え
る
会
主
催

　
　
　
　
　
の
「
秋
田
内
陸
線
存
続
に
か
か
る
北
秋
田
市
長
と

　
　
　
　
　
の
意
見
交
換
会
」
に
出
席
（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
）
▽
移
動
行
政
懇
話
会
に
出
席（
合
川
支
所
） 

14
日
（
金
）
▽
鷹
巣
町
商
工
会
、
合
川
町
商
工
会
、
阿
仁
森
吉

　
　
　
　
　
商
工
会
合
併
調
印
に
出
席
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い

　
　
　
　
　
か
わ
）
▽
医
療
団
体
と
の
協
議
会
に
出
席
（
市
交

　
　
　
　
　
流
セ
ン
タ
ー
） 

15
日
（
土
）
▽
北
林
孝
市
氏
「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」
に
出
席
　

　
　
　
　
　（
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

介護保険サービス事業所募集

　
市
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
開
設
・
増
設
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
市
内
に
事
業
所
を
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
る
法
人
等
は
、
市
の

整
備
方
針
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
ご
応
募

く
だ
さ
い
。  

　
な
お
、
今
回
の
募
集
は
、
市
の
計
画
に

沿
っ
て
「
平
成
20
年
度
に
整
備
す
る
事
業

所
」
を
募
集
す
る
も
の
で
す
。 

●
北
秋
田
市
の
整
備
方
針 

１
　
平
成
20
年
度
の
整
備
予
定
事
業
所
は
、

　
以
下
の
と
お
り
で
す
。
整
備
予
定
以
外

　
の
申
請
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。 

２
　
事
業
所
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
事
業

　
者
自
ら
が
整
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

　
ま
す
。（
市
で
は
整
備
し
ま
せ
ん
） 

 

●
審
査
・
決
定 

　
書
類
審
査
（
必
要
に
応
じ
て
整
備
予
定

地
確
認
審
査
）
を
行
い
、
審
査
委
員
会
を

経
て
、
総
合
的
に
判
断
し
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
決
定
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。 

●
募
集
期
間 

　
平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）か
ら 

　
　
　
　
　
２
月
29
日（
金
）ま
で 

　
（
必
着
） 

●
応
募（
申
請
）様
式  

　
応
募
す
る
法
人
等
は
、
応
募（
申
請
）書

類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
左
記
担
当
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。 

　
な
お
、
郵
送
に
よ
る
受
取
を
希
望
す
る

場
合
は
、
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
、
請
求
し
て
下
さ
い
。 

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
市
福
祉
事
務
所
高
齢
者
支
援
課 

　
住
　
所  

〒
０
１
８-

３
３
９
２ 

　
北
秋
田
市
花
園
町
19-

１ 

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
62-

１
１
１
２ 

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
２
９
６ 

【整備予定事業所】 

１　居宅サービス/介護予防サービス 

　①短期入所生活介護/介護予防短期入所生活介護事業所 

※募集期間終了時に応募者がない場合、３月１日から単独事

業所（市内１箇所、定員２０名）として募集します。 

２　地域密着型サービス 

　①認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護事業所 

　②小規模多機能型居宅介護・介護予防小規模多機能型居宅介護事業所 

 

１．手を良く洗いましょう 

　　感染予防の基本は、石けんと流水による十分な手洗いです。 

２．食品はきちんと加熱しましょう 

　　食品の中心まで火が通るように、中心温度85℃以上、１分以上の加熱をしましょう。 

３．感染者のふん便や嘔吐物は適切に処理しましょう 

　　処理する際は、使い捨て手袋、マスク、エプロンを着用しましょう。 

４．感染者のふん便や嘔吐物で汚れたリネン類は他の洗濯物と分けて洗いましょう 

　　おむつやシーツなどのリネン類に付着した汚物を十分に落とし、他の洗濯物と分けて適切に洗濯、消毒しましょう。 

５．消毒は次亜塩素酸ナトリウム液でしましょう 

　　ノロウイルスの消毒には、次亜塩素酸ナトリウム液が有効です。（塩素系漂白剤） 

ノロウイルスによる�

感染性胃腸炎にご注意を

急に発症する

嘔吐、下痢、腹痛が

特徴です

ノロウイルスに 

よる感染性胃 

腸炎は、気温 

の低下する冬期 

（12月～３月）に多く発生します。 

感染防止のための５カ条 

市
長
日
誌 

  

◇
岸
部
市
長
12
月
定
例
記
者
会
見
◇  

　
岸
部
市
長
の
12 
月
定
例
記
者
会
見
が
21
日
、
市

役
所
で
開
か
れ
、
昨
年
１
年
間
の
出
来
事
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
平
成
20
年
の
抱
負
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。 

■
災
害
を
教
訓
と
し
た
ま
ち
づ
く
り 

　
は
じ
め
に
、
「
今
年
は
実
に
様
々
な
出
来
事
が

あ
っ
た
１
年
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
言
っ
て
も
豪
雨

災
害
が
一
番
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
９

月
17
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
つ
い
て
触
れ
、
「
未
だ
回
復
し
て
い
な
く
、

ま
た
心
理
的
に
立
ち
直
っ
て
い
な
い
方
も
い
る
。

何
よ
り
生
活
基
盤
が
一
番
大
事
。
来
年
の
作
付
前

に
農
地
を
元
に
戻
し
た
い
。
橋
や
道
路
の
現
状
復

帰
も
必
要
で
あ

り
、
今
回
の
よ

う
な
災
害
が
起

っ
て
も
被
害
を

受
け
な
い
丈
夫

な
物
に
し
た
い
。

米
代
川
と
阿
仁

川
に
向
こ
う
５

年
間
合
わ
せ
て

１
０
５
億
円
の

災
害
復
旧
予
算

が
つ
き
、
再
発

防
止
に
向
け
無

堤
箇
所
の
築
堤

や
河
道
掘
削
な
ど
予
防
的
な
工
事
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
整
備
後
の
効
果
に
期
待
し
た
い
。

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
災
害
対
策
や
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

■
成
功
裏
に
終
え
た
秋
田
わ
か
杉
国
体 

　
ま
た
、
本
市
で
も
競
技
が
行
わ
れ
た
国
体
に
つ

い
て
「
今
年
の
大
き
な
行
事
で
あ
っ
た
。
県
勢
と

し
て
も
初
の
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
で
き
た
。

多
く
の
市
民
が
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

競
技
を
観
戦
し
た
子
ど
も
た
ち
に
も
頑
張
ろ
う
と

思
う
意
欲
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」

と
述
べ
、
併
せ
て
「
大
会
期
間
中
多
く
の
選
手
団

や
応
援
団
が
北
秋
田
市
を
訪
れ
た
。
そ
の
方
た
ち

が
再
度
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と

話
し
て
、
国
体
の
成
果
に
つ
い
て
期
待
感
を
表
し

ま
し
た
。 

■
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
・
医
療
関
連
産
業
の
企
業
誘
致 

　
一
方
、
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
▽
災

害
復
旧
を
重
点
と
し
た
い
▽
雇
用
の
確
保
と
拡
充

に
向
け
た
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
▽
医
療
関
連
産

業
な
ど
の
誘
致
も
行
い
た
い
―
な
ど
と
述
べ
、
特

に
雇
用
拡
大
策
を
骨
格
と
す
る
予
算
に
意
欲
を
示

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
▽
市
民
病
院
は
良
い
医
師
を
揃
え

た
い
▽
秋
田
内
陸
線
は
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

存
廃
の
方
向
を
定
め
る
▽
大
型
商
業
施
設
の
雇
用

に
期
待
す
る
▽
全
国
植
樹
祭
で
の
市
の
Ｐ
Ｒ
を
強

力
に
進
め
た
い
―
な
ど
と
、
新
年
度
に
対
応
す
べ

き
市
の
事
業
に
つ
い
て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

記
者
会
見
を
行
う
岸
部
市
長 

整備定員 

１０人 

　５人 

　５人 

備　　考 整備予定地区 

鷹　　巣 

合　　川 

阿　　仁 

市内既存事業所の総定 

員に追加となる定員 

整備定員 

　５人 

　５人 

備　　考 整備予定地区 

合　　川 

阿　　仁 

整備定員 

１５人 

１５人 

備　　考 整備予定地区 

森　　吉 

阿　　仁 
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池 

池 

病棟病棟 

診療棟診療棟 

リハビリ庭園リハビリ庭園 

市道大野台幹線市道大野台幹線 溜池溜池 

ヘリポートヘリポート 

救急車救急車 
出入口出入口 

▼ 

至
　
鷹
巣
方
面
 

市
道
大
野
台
線
 

至
　
合
川
方
面
 

池 

池 

病棟 

診療棟 

リハビリ庭園 

市道大野台幹線 溜池 

ヘリポート 

救急車 
出入口 

▼ 

■標榜診療科目数　21科 

　内科、呼吸器科、消化器科、 

　循環器科、小児科、精神科、 

　外科、整形外科、脳神経外科、 

　心臓血管外科、産婦人科、眼科、 

　耳鼻咽喉科、麻酔科、泌尿器科、 

　放射線科、歯科口腔外科、神経 

　内科、皮膚科、リハビリテーシ 

　ョン科、形成外科 

■階数　 

　地上４階、地下１階、塔屋１階 

■病床数　３２０床 

　一般２７２床、精神４０床、結核４床、感染症４床 

■主な医療提供機能　 

　救急医療体制、がん医療、リハビリテーション医療、精神医療、結核医療・感染症対策、 

　地域医療支援病院機能、臨床研修指定病院機能、地域災害拠点病院、へき地医療拠点病院機能、 

　人工透析治療、情報システム導入、健診センター機能 

完成予想模型図 

至
　
鷹
巣
方
面
 

市
道
大
野
台
線
 

至
　
合
川
方
面
 

ハイサイドライトから自然光が�

入る明るい「北欧モール」

２
Ｆ

精神科病棟、外来

部門（婦人科、泌

尿器科）、精神科

デイケア、リハビ

リテーション、小

児療育、健診セン

ターなど 

眺望もよくファミリーコーナー

のある病室

３
Ｆ

３Ｆ：一般病棟、デイルーム、手術室など 

４Ｆ：一般病棟、デイルーム、婦人科病棟など 

杉の間伐材を使用した�

温かみのある「北欧プラザ」

１
Ｆ

一般病棟、外来部

門（内科、外科、

小児科）、救急部門、

放射線部門、レス

トランなど 

４

北秋田の気候に適応した快適な療養環境

光
ダ
ク
ト
に
よ
り
採
光 

家族の添い寝スペースにもなるフ

ァミリーコーナー（ベンチ下は収

納スペースとして利用） 

Ｆ

眺
　
　
望 

高
度
な
医
療
機
能
を
備
え
た
北
秋
田
市
民
病
院

平
成
21
年
10
月
「
北
欧
の
杜
」
に
誕
生 

　
市
内
の
医
療
機
関
で
は
、
人
口
減
少
な
ど

様
々
な
要
因
に
よ
り
入
院
と
外
来
患
者
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
北
秋
田
市
民
病
院
は
、
既
存
の
厚
生
連
北

秋
中
央
病
院
、
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
、
市

立
阿
仁
病
院
の
３
病
院
の
入
院
・
診
療
機
能

を
集
約
し
、
よ
り
専
門
的
か
つ
高
度
な
医
療

を
提
供
で
き
る
新
病
院
と
し
て
整
備
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
鷹
巣
阿
仁
医
療
圏
の
み
な

ら
ず
周
辺
市
町
村
の
中
核
病
院
と
、
保
健
・

福
祉
事
業
や
診
療
所
等
と
の
機
能
分
担
と
連

携
に
よ
る
一
貫
し
た
地
域
包
括
医
療
体
制
を

構
築
し
、
臨
床
研
修
機
能
、
急
性
期
医
療
、

地
域
医
療
支
援
機
能
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
所
在
地 

　
北
秋
田
市
下
杉
字
上
清
水
沢 

■
敷
地
面
積
　
約
12
万
㎡ 

■
建
築
面
積
　
８
４
２
７
㎡ 

■
延
床
面
積
　
２
万
４
９
４
７
㎡ 

■
建
設
費
　
88
億
７
４
５
６
万
８
千
円 

　
平
成
17
年
９
月
に
策
定
し
た
「
北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
」
の
中
核
医
療
施
設

と
な
る
「
北
秋
田
市
民
病
院
」
の
本
体
工
事
が
昨
年
12
月
、
下
杉
字
上
清
水
の
現
地
で

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
医
療
体
制
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
専
門
的

で
高
度
な
医
療
の
提
供
を
担
っ
て
い
く
市
民
待
望
の
病
院
と
し
て
、
21
年
10
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
鷹
巣
阿
仁
医
療
圏
の
み
な
ら
ず
、
県
北
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
市
民
病
院
の
施
設
と
機
能
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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エリアＡエリアＡ

エリアＢエリアＢ

   

　
全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基
盤

で
あ
る
森
林
・
緑
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を

深
め
る
た
め
、（社）
国
土
緑
化
推
進
機
構
と
都

道
府
県
が
共
催
で
開
催
す
る
国
民
的
イ
ベ

ン
ト
。
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
的
な
全
国

行
事
と
し
て
毎
年
春
季
に
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
、
両

陛
下
に
よ
り
お
手
植
え
、
お
手
播
き
行
事
、

県
内
外
の
参
加
者
に
よ
る
記
念
植
樹
、
国

土
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
の

表
彰
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
昭
和
25
年
に
山
梨
県
で
第
１
回
が
開
催

さ
れ
、
以
後
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
秋
田
県
で
は
、
昭
和
43
年
５
月

19
日
に
「
入
会
林
野
の
整
備
と
拡
大
造
林

の
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
１
万
４
千
５

百
人
の
参
加
者
に
よ
り
第
19
回
全
国
植
樹

祭
が
田
沢
湖
畔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
年

５
月
16
日
に
発
生
し
た
十
勝
沖
地
震
に
よ

り
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
が
中
止

と
な
り
、
皇
居
で
両
陛
下
が
秋
田
ス
ギ
苗
を
鉢

に
お
手
植
え
さ
れ
、
現
地
に
移
植
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
15
年
度
に
全
国
に
さ
き
が
け
て
制
定
さ
れ

た
「
秋
田
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
の
保
全
及
び

創
造
に
関
す
る
条
例（
愛
称
・
水
と
緑
の
条
例
）」

に
基
づ
き
、
生
態
系
に
配
慮
し
た
多
様
な
森
づ

く
り
や
、
森
と
ふ
れ
あ
う
森
林
文
化
の
再
発
見
、

木
を
活
か
す
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
、

「
水
と
緑
の
県
民
運
動
」
の
展
開
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
基
本
方
針
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　
会
場
と
な
る
の
は
、
大
野
台
の
中
央
に
位
置

す
る
県
立
北
欧
の
杜
公
園
。
総
面
積
は
２
０
０

ha
で
、
そ
の
名
称
は
北
欧
の
牧
歌
的
な
雰
囲
気

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
森
吉
山
を
望
む
広
大
な

緑
地
に
、
秋
田
ス
ギ
の
森
や
池
沼
が
点
在
し
、

四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。 

　
記
念
式
典
と
植
樹
行
事
へ
の
参
加
規
模
は
約

１
万
２
千
人
。
う
ち
県
外
招
待
者
は
２
千
人
、

県
内
招
待
者
は
７
千
５
百
人（
公
募
選
出
３
千

人
を
含
む
）が
見
込
ま
れ
、
２
千
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
大
会
運
営
を
支
え
ま
す
。 

　
式
典
会
場
は
公
園
東
寄
り
の
大
芝
生
広
場
内
。

こ
こ
に
、
秋
田
の
伝
統
的
な
家
屋
に
見
ら
れ
る

中
門
づ
く
り
の
「
お
野
立
所
」、
ま
た
そ
の
両

翼
に
「
秋
田
杉
の
回
廊
」
が
設
け
ら
れ
、
秋
田

ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

　
式
典
で
は
、
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
、
国
土

緑
化
運
動
の
表
彰
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る

お
手
植
え
・
お
手
播
き
、
大
会
宣
言
の
採
択
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
内
全
市
町
村
か

ら
の
幅
広
い
世
代
が
式
典
で
の
植
樹
に
参
加
し
、

水
と
緑
の
創
造
と
未
来
へ
の
継
承
を
表
現
し
ま

す
。
式
典
終
了
後
は
、
市
の
郷
土
芸
能
保
存
会

な
ど
が
出
演
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
会
場
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
特
産
品
の
展

示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
昼

食
時
に
は
秋
田
の
食
材
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
弁
当
も
提
供
さ
れ
、
お
も
て
な
し
の
心
で
秋

田
の
良
さ
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

    

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
で
は
、
水
と
緑
を
育
む

多
様
な
森
づ
く
り
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
「
３

つ
の
森
づ
く
り
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

(１)
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
・
再
生
の
森
づ
く
り 

▽
健
全
な
生
態
系
の
維
持
・
回
復
、
生
物
多
様

性
の
確
保
の
視
点
に
立
っ
た
「
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
」、
里
山
・
広
葉
樹
林
の
「
再
生
の
森
」
づ

く
り
▽
会
場
は
エ
リ
ア
Ａ（
写
真
参
照
）▽
主
と

し
て
県
外
参
加
者
が
ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
、
コ
ナ

ラ
、
ミ
ズ
キ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
の
広
葉
樹
の

苗
を
植
え
ま
す 

(２)
親
水
空
間
・
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り 

▽
水
と
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
森
林
環
境
学
習
、

福
祉
や
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
活
用
が
で

き
る
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り
を
行
い
ま
す
▽
会

場
は
、
園
内
の
沼
に
接
す
る
エ
リ
ア
Ｂ
。
主
に

県
内
参
加
者
が
、
カ
ツ
ラ
、
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
な

ど
水
辺
環
境
に
適
す
る
樹
種
、
ふ
れ
あ
い
環
境

に
適
す
る
花
木
を
植
栽
し
ま
す 

(３)
秋
田
ス
ギ
・
資
源
循
環
の
森
づ
く
り 

▽
適
正
な
間
伐
促
進
、
ス
ギ
人
工
林
の
生
物
多

様
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
複
層
林
化
な
ど
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
視
点
に
も
立
っ
た
資
源
循

環
の
森
づ
く
り
を
実
施
し
ま
す
▽
会
場
は
エ
リ

ア
Ｃ
。
主
と
し
て
県
内
参
加
者
が
、
間
伐
地
に

秋
田
ス
ギ
を
植
栽
し
ま
す
。 

※
当
日
の
植
樹
行
事
は
早
朝
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。 

    

　
治
山
・
治
水
や
生
物
多
様
性
の
保
全
、
水
源

か
ん
養
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
機
能
、
癒
し
な

ど
、
多
面
的
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
森
林
。

秋
田
県
・
北
秋
田
市
で
は
、
全
国
植
樹
祭
を
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

森
づ
く
り
を
後
世
へ
と
継
承
す
る
こ
と
を
開
催

理
念
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

　
藤
本
勝
繁
君（
竜
森
小
６
年
）の
原
画
を
も
と

に
制
作
さ
れ
た
植
樹
祭
の
ポ
ス
タ
ー 

▲

　
約
１
万
人
が
参
加
し
、
48
種
２

万
本
の
苗
木
を
植
え
た
北
海
道
苫

小
牧
市
で
の
第
58
回
全
国
植
樹
祭 

▲  　
当
日
は
、
３
カ
所
・
計
３
ha
の
会

場
に
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
苗
木

１
本
以
上
を
植
樹
し
ま
す 

▲  

第５９回全国植樹祭会場略図第５９回全国植樹祭会場略図

（基本計画より）
な
か
も
ん 

の
だ
て 

大芝生広場大芝生広場

至�国道１０５号線至�国道１０５号線

秋田スギ・資源循環の森秋田スギ・資源循環の森

ふるさとの原風景・再生の森ふるさとの原風景・再生の森
パークセンターパークセンター

エリアＣエリアＣ
親水空間・ふれあいの森親水空間・ふれあいの森

（式典会場）（式典会場）

米代川

大野台工業団地

県立北欧の杜公園県立北欧の杜公園
６
月
15�
日

昨年５月26日に行われたプレ植樹祭で 昨年５月26日に行われたプレ植樹祭で 
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　私の住む脇神地区の秋の田園風景です。稲の刈り

取られた後の田んぼと、ひっそりと咲く草花が秋ら

しいコントラストをなしています。

「おばこさんといっしょに田植え作業」

�小笠原朋香さん　綴子小５年

　地域の方と田植えをしました。ひんやりとした土

の感触が忘れられません。お天気に負けないくらい

みんなの笑顔がはじけています。

　４月の全校育林のことを絵に表現しました。葉や

枝をよせてから、手や足にぐっと力を入れてスコッ

プで穴を掘り、苗を植えました。

「教室から見える自然」（水彩）

野　あかりさん　合川南小６年

　教室に飾っていた鉢植えの花をよく観察して丁ね

いに仕上げました。教室の窓から見える風景から自

然に囲まれた様子が伝わります。

　綴子でもよく見かけるアキアカネが大好きな乃亜さん。

友だちみんなと楽しそうに遊んでいる様子を、木も添えて

丁ねいに描きました。

　
教
室
に
飾
っ
て
い
る
カ
ト
レ
ア
の
花
の
色
と
、
教
室
の
窓

か
ら
見
え
る
杉
の
木
の
濃
い
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
生
き
生

き
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
教
室
か
ら
み
え
る
校
庭
の
さ
く
ら
の
木
。
近
く
で
見
る
と
大

き
く
て
、
登
っ
た
り
ぶ
ら
さ
が
っ
た
り
し
て
遊
べ
そ
う
で
す
。

春
に
は
花
が
咲
い
て
、秋
に
は
紅
葉
し
て
き
れ
い
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
か
ぶ
と
虫
が
大
す
き
で
す
。
く
わ
が
た
虫
と

か
ぶ
と
虫
が
た
た
か
う
と
こ
ろ
を
か
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
か
ぶ
と
虫
が
す
む
大
き
な
木
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
。

　
私
は
、
親
子
植
樹
で
ス
ギ
の
苗
を
植
え
る
と
き
、
４
本
の
ス
ギ

に
４
つ
の
ね
が
い
を
こ
め
て
植
え
ま
し
た
。
植
え
た
後
は
、
た
く

さ
ん
の
緑
を
広
げ
る
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

「元気なアキアカネと友だち」（水彩）

�三澤乃亜さん　綴子小２年
みさわ　の�あ　﹁

ペ
ア
で
杉
の
苗
を
植
樹
﹂
︵
水
彩
︶

�

武
田
玲
菜
さ
ん
　
竜
森
小
３
年

た
け
だ
　
れ�

な

﹁
私
の
好
き
な
カ
ト
レ
ア
﹂
︵
水
彩
︶

�
金
田
恵
実
さ
ん
　
合
川
南
小
６
年

か
ね
た
　
え�

み
　

﹁
が
ん
ば
れ
か
ぶ
と
虫
﹂
︵
水
彩
︶

�

戸
沢
彩
子
さ
ん
　
前
田
小
２
年

と
ざ
わ

あ
や
こ
　

「がんばった春の育林」

笹代智也くん　竜森小５年

　一版多色
（刷　　り）

ささだい ともや　

おがさわら　ともか「秋の風景」（水彩）

�畠山里奈さん　鷹巣中央小６年
はたけやま りな　

﹁
ぼ
く
の
す
き
な
さ
く
ら
の
木
﹂︵
水
彩
︶

�

花
田
拓
弥
く
ん
　
鷹
巣
中
央
小
４
年

は
な
た

た
く
や
　

のざき　

ぼ
く、
わたし

がみつめる「みどりと環境」
子どもたちの絵画作品に表れた自然・環境

　全国植樹祭には、市内の小学

校児童もたくさん参加する予

定です。子どもたちの目には、

北秋田市の自然や身の周りの

環境がどのように映っている

でしょうか。自然をテーマに描

いた５つの小学校１０人の児童

絵画作品をご紹介します。教室

で咲く鉢花、大好きな赤トンボ

やかぶと虫、みんなで行った植

樹作業、ひっそりと咲く草花や

校庭の桜の木―。どの絵にも、

大人では見過ごしがちな自然

の尊さが表現されています。

（絵の説明は、本人または担任

の先生によるものです。）
　校舎の３階から見える景色です。ぼくが選んだ場

所は阿仁川と田んぼ。遠くに山が見える所です。ずっ

と見ていると心がいやされます。

「校舎の窓から見た景色」（水彩）

山田哲也くん　前田小６年
やまだ�てつや

　一版多色
（刷　　り）
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ぼ
く
・
わ
た
し
の

み
ど
り
と
環
境

み
ど
り
と
環
境

み
ど
り
と
環
境

　
自
分
た
ち
が
で
き
る
緑
化
運
動
や
環
境
保
護
の
大
切
さ
、

人
と
自
然
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
小
学
生
に
作

文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
市
内
の
小
学
生
が
実
践
し
て
い
る
取
組
や
将
来
に
向
け

た
提
案
等
、
北
秋
田
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

北
秋
田
市
の
小
学
生
が
思
い
描
く

 

　「
木
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
生
活
が

守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。」
と
、
い
つ
も

育
林
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
清

水
さ
ん
が
に
こ
に
こ
し
て
教
え
て
く
れ

た
時
、
ぼ
く
は
木
の
働
き
の
す
ば
ら
し

さ
を
改
め
て
感
じ
た
。 

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
緑
の
活
動
が
始

ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら
約
50
年
前
だ
そ

う
だ
。
そ
の
頃
、
小
さ
か
っ
た
校
長
先

生
は
、
家
の
人
た
ち
が
、
植
え
る
の
を

見
て
応
援
歌
を
歌
っ
て
元
気
づ
け
た
そ

う
だ
。
で
も
、
今
、
ぼ
く
た
ち
は
、
家

の
人
や
地
域
の
方
々
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
自
分
達
の
手
で
杉
の
苗
を

植
え
た
り
、
雪
起
こ
し
や
枝
打
ち
な
ど

の
作
業
を
し
た
り
し
て
い
る
。 

　
実
際
に
こ
の
活
動
が
、
本
当
に
生
活

を
守
っ
て
く
れ
る
の
か
調
べ
て
み
る
こ

と
に
し
た
。
ま
ず
、「
木
は
、
呼
吸
し
て

い
る
か
。」
に
つ
い
て
木
に
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
か
け
て
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
初
め

に
あ
っ
た
二
酸
化
炭
素
が
全
く
消
え
て

な
く
な
り
、
酸
素
の
量
は
増
え
て
い
た
。

つ
ま
り
、
木
は
、
本
当
に
空
気
を
き
れ

い
に
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
。
次
に
、「
木

は
、
水
を
た
く
わ
え
る
の
か
。」
を
調
べ

る
た
め
に
、
森
の
土
と
土
砂
崩
れ
し
た

所
の
土
を
採
っ
て
き
て
、
調
べ
て
み
た
。

す
る
と
、
森
の
土
か
ら
出
て
く
る
水
の

量
が
か
な
り
少
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
、「
森

の
土
は
し
っ
か
り
と
水
を
吸
い
、
蓄
え

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
。」
と
実
感
し
た
。 

　
清
水
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、

木
は
空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、
水
を

吸
っ
て
土
砂
崩
れ
を
防
い
だ
り
し
て
く

れ
る
。
ぼ
く
は
地
域
の
人
の
願
い
を
受
け
、

自
分
達
の
生
活
や
環
境
を
守
る
た
め
の

大
切
な
緑
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

　
私
達
の
学
校
で
は
、「
子
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
」
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
で
は
、「
雪
の
さ
ん
性
度
」
（
ど

の
く
ら
い
よ
ご
れ
て
い
る
か
）
と
い
う

こ
と
を
調
べ
て
い
ま
す
。
雪
が
ふ
る
た

び
に
調
べ
て
い
ま
す
が
、
ふ
っ
た
雪
は
、

全
部
さ
ん
性
雪
で
し
た
。 

　
さ
ん
性
雨
や
雪
は
工
場
や
自
動
車
、

家
な
ど
か
ら
出
た
よ
ご
れ
た
け
む
り
が
、

空
に
上
が
っ
て
い
っ
て
雨
や
雪
に
混
じ

っ
て
ふ
っ
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

　
さ
ん
性
雨
は
、
他
の
国
で
も
ふ
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

湖
に
さ
ん
性
雨
が
た
ま
っ
て
生
き
物
が

死
ん
で
し
ま
っ
て
「
死
の
湖
」
と
よ
ば

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

森
が
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る

そ
う
で
す
。 

　
私
の
家
で
は
農
家
を
や
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
に
こ
の
事
を
話
す
と
、「
米
や

野
菜
に
さ
ん
性
雨
が
か
か
る
と
ぜ
ん
め

つ
だ
し
、
そ
の
野
菜
を
食
べ
る
と
病
気

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
農
業
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る

問
題
で
す
。 

　
私
は
さ
ん
性
雨
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

「
電
気
自
動
車
」
を
ど
ん
ど
ん
作
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。 

　
お
父
さ
ん
は
、「
じ
ゅ
う
電
に
時
間
が

か
か
る
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か

に
不
便
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
自
然
を

守
る
た
め
に
も
電
気
自
動
車
に
す
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
ん
性
雨
や
雪
の
原
因
と
な
る
よ
ご

れ
た
ガ
ス
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
森
の
木
々
や
畑
の
野
菜
、
田
ん

ぼ
の
米
を
守
り
、
そ
れ
が
私
達
の
安
全

安
心
な
く
ら
し
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

　
今
、
地
球
上
の
あ
ち
こ
ち
で
温
暖
化

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
気
温
が
上
が
り

各
地
に
異
常
気
象
を
も
た
ら
し
て
い
る

様
子
や
南
極
と
北
極
の
氷
が
解
け
て
い

る
様
子
の
映
像
を
見
ま
し
た
。
ま
た
、

貴
重
な
生
物
が
絶
滅
し
て
る
こ
と
も
話

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、「
今
、

地
球
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん

だ
な
。」
と
思
い
ま
し
た
。 

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
は
、
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
増
加
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
油
を
燃
や
し
た
り
、
車
の
排
気
ガ
ス

だ
っ
た
り
と
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と

深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
に
、
わ
た
し
に
も
で
き

る
こ
と
や
大
切
な
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
た
。 

　
１
つ
目
は
、
ご
み
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
ご
み
を
減
ら
す
と
、
燃
や

す
と
き
に
出
る
二
酸
化
炭
素
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ま
だ
使
え

る
物
は
最
後
ま
で
大
事
に
使
っ
た
り
、

修
理
し
て
使
っ
た
り
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
去
年
、
ご
み
の
勉
強
を
し
た
と

き
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
服
や
ジ
ャ

ン
バ
ー
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

限
り
あ
る
資
源
を
再
利
用
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
２
つ
目
は
、
森
林
や
緑
を
守
る
こ
と

で
す
。
森
林
は
空
気
を
き
れ
い
に
し
、

水
を
た
く
わ
え
、
動
物
た
ち
が
生
活
す

る
場
を
作
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
住

ん
で
い
る
地
域
に
も
た
く
さ
ん
の
自
然

が
あ
り
ま
す
。
自
然
は
わ
た
し
た
ち
を

気
持
ち
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
お
い
し
い
空
気
、
美
し
い
自
然
で

あ
り
続
け
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
阿
仁
に
は
、
す

ば
ら
し
い
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

山
に
囲
ま
れ
た
、
み
ど
り
の
美
し
い
町

で
す
。
み
ど
り
の
山
を
見
て
い
る
と
、

心
が
と
て
も
落
ち
着
き
ま
す
。
秋
に
な

る
と
赤
や
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
紅
葉
し
、

感
動
す
る
景
色
に
な
り
ま
す
。 

　
ぼ
く
は
、
５
年
生
に
な
り
ご
み
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家

で
ど
の
く
ら
い
ご
み
が
出
て
い
る
の
か

調
べ
て
み
る
と
、
燃
や
せ
る
ご
み
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
が
多
く
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
再
利
用
で
き
る
も
の
や
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
は
な
い
の
か
、
気
を

つ
け
て
ご
み
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
の
地
区
で
は
、
毎
年
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。
い
つ
も
ご
み
の
多

さ
に
お
ど
ろ
く
の
で
す
が
、
今
年
は
、

テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
大
き
い

家
電
製
品
が
多
か
っ
た
で
す
。「
ど
う
し

て
町
に
ご
み
を
す
て
る
の
だ
ろ
う
。」
と

思
い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
ご
み
を
拾
い

ま
し
た
。
町
や
自
然
も
悲
し
ん
で
い
る

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、
父
と
魚
を
つ
り
に
川
へ
よ

く
い
く
の
で
す
が
、
川
に
も
空
き
缶
や

ご
み
が
す
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
川
が
よ

ご
れ
る
と
魚
が
す
め
な
く
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

を
へ
ら
す
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

自
然
を
大
切
に
し
て
い
か
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
平
成
20
年
６
月
15
日
、「
全
国
植
樹
祭
」

が
北
欧
の
杜
で
行
わ
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
北
秋
田
市
が
大
好
き
で
す
。
自

然
が
美
し
い
北
秋
田
市
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

木
の
働
き
に
守
ら
れ
て

竜森小学校５年

堀部亘世くん

さ
ん
性
雨
か
ら
自
然
を
守
る

合川西小学校５年

佐藤美香さん

防
ご
う
！
地
球
温
暖
化

浦田小学校５年

鈴木紗月さん

自
然
を
大
切
に

大阿仁小学校５年

福田優人くん

特集：第５９回全国植樹祭 特集：第５９回全国植樹祭

のぶと

み　か

さつき

ゆうと
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今
年
３
月
の
オ
ー
プ
ン
め
ざ
し
鍬
入
れ

〜
「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
起
工
式 

　
平
成
20
年
３
月
の
開
店
を
目
ざ
す
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

東
北
㈱（
本
社
・
秋
田
市
）の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
の
起
工
式
が
12
月
18
日
、

現
地
で
行
わ
れ
、
出
店
業
者
を
は
じ
め
武
藤
北
秋
田
地

域
振
興
局
長
、
岸
部
市
長
、
地
権
者
及
び
工
事
関
係
者

ら
約
50
人
が
参
列
し
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
神
事
で
は
、
同
社
を
は
じ
め
出
店
業
者
や
工
事
関
係

者
ら
の
代
表
に
よ
る
鍬
入
れ
の
後
、
岸
部
市
長
や
地
権

者
代
表
者
な
ど
も
玉
ぐ
し
奉
て
ん
を
行
っ
て
、
お
よ
そ

４
カ
月
間
に
わ
た
る
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
　 

　
同
じ
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
建
設
を
予
定
し
て
い

る
伊
徳
㈱
も
用
地
の
整
備
工
事
を
進
め
て
お
り
、
本
市

を
取
り
巻
く
商
業
活
動
も
一
気
に
そ
の
様
相
を
変
え
る

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。 

合
併
後
の
事
業
や
財
政
状
況
な
ど
で
意
見
交
換

 

ま
ち
づ
く
り
や
身
近
な
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て

市
民
と
語
り
合
う
「
北
秋
田
市
移
動
行
政
懇
話
会
」

が
12
月
13
日
か
ら
市
内
４
地
区
で
行
わ
れ
、
市
の
事

務
事
業
の
進
捗
状
況
や
新
し
い
高
齢
者
の
医
療
制
度

な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
第
１
回
目
の
会
場
と
な
っ
た
合
川
支
所
大
会
議
室

に
は
約
30
人
の
市
民
が
参
集
し
、
参
加
者
か
ら
は
、

行
財
政
計
画
で
の
支
所
の
位
置
づ
け
、
小
学
校
再
編
、

災
害
復
旧
、
自
治
会
館
の
管
理
、
市
民
病
院
な
ど
へ

の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
「
全
国

植
樹
祭
で
の
駒
踊
り
の
競
演
」、「
旧
町
か
ら
の
懸
案

事
業（
道
路
改
修
等
）へ
の
配
慮
」、「
公
立
米
内
沢
病

院
の
健
全
経
営
」
な
ど
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に

係
る
要
望
の
数
々
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

〜
市
内
４
地
区
移
動
行
政
懇
話
会 

今
春
４
月
、
北
秋
田
市
商
工
会
が
発
足

〜
市
内
３
商
工
会
　
合
併
契
約
書
調
印
式 

　
阿
仁
森
吉
商
工
会（
北
林
昭
男
会
長
）、
合
川
町
商

工
会
（
佐
藤
吉
廣
会
長
）
、
鷹
巣
町
商
工
会
（
伊
藤
公

夫
会
長
）
、
の
市
内
３
商
工
会
に
よ
る
合
併
契
約
書

調
印
式
が
12
月
14
日
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
合
川
で
行
わ

れ
、
「
北
秋
田
市
商
工
会
」
を
平
成
20
年
４
月
１
日

に
設
立
す
る
た
め
の
合
併
契
約
書
に
署
名
捺
印
し
ま

し
た
。  

　
合
併
推
進
協
議
会
の
伊
藤
会
長
は
「
地
域
経
済
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
合
併
し
て
大
き
な
事
業
を

で
き
る
商
工
会
に
な
る
こ
と
が
必
要
。
行
政
と
も
協

力
し
て
地
域
の
将
来
を
明
る
い
も
の
に
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。 

　
引
き
続
き
、
３
商
工
会
の
会
長
と
立
会
人
の
岸
部

市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
署
名
捺
印
し
、
合
併
契
約
書
を
取

り
交
わ
し
た
後
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

犯
罪
の
未
然
防
止
、
無
事
故
に
向
け
決
意

〜
年
末
年
始
特
別
警
戒
活
動
に
伴
う
出
動
式 

　
年
末
年
始
時
期
の
犯
罪
及
び
事
故
防
止
を
目
的
と

し
た
特
別
警
戒
活
動
に
伴
う
出
動
式
が
12
月
７
日
、

北
秋
田
警
察
署
前
で
、
同
署
員
、
市
防
犯
協
会
、
北

秋
田
地
区
防
犯
指
導
隊
連
合
会
、
鷹
巣
地
区
少
年
保

護
育
成
委
員
会
な
ど
関
係
者
約
80
人
が
参
列
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
「
ス
ト
ー
ン
レ
ー
ク
ス
」
に

よ
る
音
楽
演
奏
で
開
会
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
岸

部
市
長
、
北
秋
田
警
察
署
の
戸
松
好
造
署
長
に
よ
る

査
閲
が
行
わ
れ
、
防
犯
指
導
隊
連
合
会
の
畠
山
東
会

長
が
「
警
察
署
と
連
携
を
密
に
し
て
活
動
を
展
開
し

ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。 

　
出
動
式
終
了
後
、
同
署
の
パ
ト
カ
ー
と
青
色
回
転

灯
を
つ
け
た
車
両
が
管
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
ど
も

の
見
守
り
活
動
な
ど
に
向
か
い
ま
し
た
。 

調印後に、がっちりと握手をする３商工会会長と岸部市長 

関係者が鍬入れを行った起工式 

市内各４地区の住民とまちづくり全般について意 
見交換を行った移動行政懇話会（合川支所で） 

年末年始特別警戒活動への誓いのことばを述べる 
北秋田防犯指導隊連絡会の畠山東会長 

 

 

関係者がテープカットを行いました（米内沢スキー場） 

　
米
内
沢
ス
キ
ー
場
開
き
が
12
月
20
日
に
行
わ
れ
、
関

係
者
ら
が
１
年
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　 

　
同
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
後
、

ス
キ
ー
場
開
き
で
は
、
佐
藤
修
助
副
市
長
が
「
地
域
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
現
時
点
で
は
雪
不
足
に
よ
り
滑
走
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
年
度
は
大
館
・
北
秋
田
市
郡
内
の
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
第
43
回
大
館
・
北
秋
田
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会

ア
ル
ペ
ン
競
技
が
２
月
23
・
24
日
に
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、

例
年
通
り
ナ
イ
タ
ー
も
行
う
予
定
で
す
。 

　
是
非
、
ご
家
族
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。  

　
一
方
の
阿
仁
ス
キ
ー
場
は
、
12
月
13
日
に
オ
ー
プ
ン

し
、
待
ち
か
ね
た
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
ボ
ー
ダ
ー
が
大
勢
訪

れ
久
々
の
雪
の
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

山
頂
部
か
ら
望
む
大
パ
ノ
ラ
マ
と
豊
富
な
積
雪
量
に

よ
る
良
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
満
喫
で
き
る
阿
仁
ス

キ
ー
場
は
、
全
コ
ー
ス
滑
走
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
オ
ー

プ
ン
初
の
土
日
に
は
１
８
０
０
人
の
愛
好
者
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。 

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
、
３
月
30
日
ま
で
。
神
秘
的

な
樹
氷
群
が
観
賞
で
き
る
「
樹
氷
ま
つ
り
」
は
１
月
12

日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
。
期
間
中
、
ス
キ
ー
子
ど
も
の

日
や
全
国
ス
キ
ー
の
日
無
料
講
習
会
、
各
種
ス
キ
ー
大

会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
と
来
客
を
祈
願

米
内
沢
・
阿
仁
ス
キ
ー
場
開
き 

 

良質なパウダースノーを満喫できる「森吉山阿仁スキー場」 



北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI NO HIROBA

広報きたあきた　20.　1.　119 18広報きたあきた　20.　1.　1

　
講
師
と
質
疑
応
答
を
交
わ
し
な

が
ら
熱
心
に
学
ん
だ
古
文
書
塾 

　
受
講
生
は
料
理
の
コ
ツ
を
学
び
、「
実

際
に
お
正
月
に
作
っ
て
み
た
い
」 

　
造
り
酒
屋
・
印
刷
所
な
ど
を
見
学
し

た
こ
と
ぶ
き
大
学
移
動
研
修 

　中央公民館定

期講座（古文書

塾）の第５回目

が１２月１１日

に開催されました。 

　この回からは、

地域の歴史などを

研究されている松岡美

代治さん（米内沢在住）を

講師にお迎えして指導をいただくこ

とになりました。 

　ＮＨＫ学園の古文書を読む資料をテキストに、先

生がわかりやすく説明したあと、受講者との間で熱

心な質疑応答が交わされました。 

　課題も出され、受講者は次の回までに自分なりの

解答を考え、不明な点があれば講師への質問などで

史料の反復学習を進めていくこととしています。 

 

古文書解読で昔の生活を理解

年越しはこれに決まり！

中央公民館講座「古文書塾」 

森吉公民館「お正月料理講座」 

歴史と伝統、そして今を感じる

合川ことぶき大学移動研修 

　森吉公民館では１２月４日と７日の２日間、「お正

月料理講座」が開催されました。 

　市内各地域から延べ４０人の受講生が参加。料理研

究家の田村弘子さんから「鶏肉と生椎茸のじぶ煮」、「茶

ぶり生子の土佐酢」、「かずのこのジャン辛和え」、「寿

（ことほぎ）なます」、「パインきんとん」の５品を教

えていただきました。 

　いずれも、お正月には欠かせないお料理で、それ

ぞれの料理の由来や作り方のコツを教わり、実習に

入りました。 

　完成したお料理は、田村先生のアレンジが加えら
れた色鮮やかなお料理で、ひと足早いお正月料理を

試食し、持ち帰りました。 

　１２月４日、合川ことぶき大学生（武石美作学長）

３７人が、知識と教養を深め、仲間同士の交流を図

ることを目的に移動研修を行いました。 

　はじめに、小玉醸造㈱（潟上市）の酒蔵や味噌・醤

油蔵を見学、広大な敷地にあるレンガ造りの蔵や天

然秋田杉を使った桶など、歴史と文化を肌で感じと

ることができました。 

　つづいて、さきがけ印刷センター（秋田市）を見学。

発行部数２６万１千部、県内世帯普及率７０％と県内

で最も読まれている秋田魁新聞を印刷しており、最新

システム・ロボットによる高速で正確な印刷技術を目

の当たりにし、学生達からは感嘆の声が聞かれました。 

▼ 

▼ 

▼  

 

　
次
の
日
程
で
あ
き
た
県
民
カ
レ
ッ
ジ

が
開
か
れ
ま
す
。
今
回
は
、
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
昔
語
り
や
合
川
地
区

に
伝
わ
る
猿
倉
人
形
芝
居
が
演
じ
ら
れ

る
ほ
か
、
人
形
に
ま
つ
わ
る
民
俗
文
化

に
つ
い
て
の
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。 

期
日
　
平
成
20
年
１
月
27
日（
日
） 

内
容
と
時
間 

①<

民
俗
芸
能
実
演> 

▽
「
昔
語
り
」
／
出
演
・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
ま
び
こ
／
時
間
＝
10
時
30
分
〜

11
時
▽
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
猿
倉

人
形
芝
居
」上
演
（
吉
田
千
代
勝
一
座
）／

時
間
＝
午
前
11
時
〜
正
午 

②<

講
　
演> 

▽
演
題
＝
「
人
形
の
民
俗
」
〜
形
代
か
ら

人
形
芝
居
ま
で
／
講
師
＝
齊
藤
壽
胤
氏（
秋

田
県
民
俗
学
会
事
務
局
長
）
／
時
間
＝
午

後
１
時
〜
２
時
30
分 

受
講
料
　
無
料
（
ど
な
た
で
も
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
ま
す
） 

会
場
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

◎
お
申
込
み
・
問
合
せ
　 

▽
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
０
１
８-

８
６
５-

１
１
７
１ 

▽
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
62-

６
６
１
８ 

   

　
今
年
も
、
本
市
と
上
小
阿
仁
村
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
新

春
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
・
す
ご
ろ
く
・
ト

ラ
ン
プ
遊
び
」
を
開
催
し
ま
す
。 

主
催
　
北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
協

議
会
・
ト
ラ
イ
あ
ん
ぐ
る 

期
日
　
平
成
20
年
１
月
26
日（
土
） 

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

会
場
　
合
川
体
育
館 

対
象
　
本
市
・
上
小
阿
仁
村
の
小
学
生 

内
容
　
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
・
す
ご
ろ
く
・

ト
ラ
ン
プ
遊
び 

申
込
期
限
　
１
月
18
日（
金
） 

◎
お
申
込
み
・
問
合
せ 

▽
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
62-

６
６
１
８
　
　
63-

２
６
７
８ 

【
送
迎
バ
ス
時
刻
表
】 

<

各
地
区
↓
合
川
体
育
館
９
時
10
分
着
。

帰
り
は
終
了
後
、
一
斉
に
出
発> 

▽
阿
仁
方
面
か
ら 

比
立
内
道
の
駅
前
　
８
時
00
分
発 

阿
仁
合
小
学
校
前
　
８
時
20
分
発 

▽
森
吉
方
面
か
ら 

前
田
小
学
校
前
　
８
時
15
分
発 

浦
田
小
学
校
前
　
８
時
30
分
発 

米
内
沢
小
学
校
前
　
８
時
45
分
発 

合
川
東
小
学
校
前
　
９
時
00
分
発 

▽
鷹
巣
・
合
川
方
面
か
ら 

綴
子
小
学
校
前
　
８
時
15
分
発 

鷹
巣
西
小
学
校
前
　
８
時
30
分
発 

合
川
北
小
学
校
前
　
８
時
50
分
発 

合
川
西
小
学
校
前
　
９
時
05
分
発 

▽
鷹
巣
方
面
か
ら 

中
央
公
民
館
前
　
８
時
15
分
発 

鷹
巣
東
小
学
校
前
　
８
時
30
分
発 

鷹
巣
中
央
小
学
校
前
　
８
時
45
分
発 

鷹
巣
南
小
学
校
前
　
９
時
00
分
発 

 

　 

 

　 　
全
市
の
高
齢
者
大
学
学
生
が
一
堂
に

会
す
る
「
全
体
公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
高
齢
者
大
学
受
講
生
以
外
の
方
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
下
さ
い
。 

日
時
　
平
成
20
年
１
月
29
日（
火
） 

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

　
　
　（
受
付
９
時
〜
） 

会
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館 

内
容
　
▽
10
時
〜
開
会
行
事
▽
10
時
15

分
〜
各
地
区
の
活
動
紹
介
／
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
ま
び
こ
に
よ
る
朗
読
／
昔

語
り
／
思
い
出
の
歌
喫
茶
ひ
ま
わ
り
（
合

唱
▽
11
時
30
分
〜
閉
会
行
事
　 

※
開
会
行
事
ま
で
の
待
ち
時
間
に
「
猿

倉
人
形
芝
居
」
の
記
録
ビ
デ
オ
を
上
映 

申
込
期
限
　
１
月
25
日（
金
） 

◎
お
申
込
み
・
問
合
せ 

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
62-

６
６
１
８ 

※
阿
仁
・
森
吉
・
合
川
地
区
の
方
は
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
各
公
民

館
又
は
生
涯
学
習
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。 

 

　 

  

　
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、

青
少
年
育
成
市
民
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
平
成
20
年
１
月
18
日（
金
） 

時
間
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時 

場
所
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
【
講
演
会
】　
演
題
　
「
青
少
年
を

取
り
巻
く
有
害
情
報
の
現
状
、影
響
、対
策

に
つ
い
て
」〜
北
秋
田
市
の
「
わ
ら
し
」の

未
来
を
守
る
の
は
、
私
た
ち
大
人
で
す 

講
師
　
県
教
育
庁

生
涯
学
習
課
職
員 

申
込
期
限
　
１
月
15
日（
火
） 

◎
お
申
込
み
・
問
合
せ 

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
62-

６
６
１
８ 

 

猿
倉
人
形
芝
居
も
出
演

 

あ
き
た
県
民
カ
レ
ッ
ジ
特
別
公
開
講
座

ち
び
っ
こ
新
春
イ
ベ
ン
ト

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
・
す
ご
ろ
く
・
ト
ラ
ン
プ

受
講
生
以
外
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
を

 

◇
生
涯
学
習
◇

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

高
齢
者
大
学
全
体
公
開
講
座

青
少
年
育
成
市
民
研
修
会

講
演
会﹁
青
少
年
を
取
り
巻
く
現
状
﹂



MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

広報きたあきた　20.　1.　121 20広報きたあきた　20.　1.　1

■公民館 
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　鷹巣地区小学校図画作品展 

1・10（木）第31回新春交流会（鷹巣町商

工会女性部主催）＝16:00～19:00 

20（日）公民館まつり＝10:00～15:00 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　草木染めあかね会（～21日） 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】 

パッチワーク菊地教室（8～31日） 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

【ロビー展】　 

山田礼子手芸グループパッチワーク展 

１・24（木）・25（金）エコクラフト講習会

＝10:00～15:00 

■文化会館
▼1・10（木）映画「HERO」①10:30②13:00

③15:30④18:30＝ 料大人1500円高校生

1200円小中学生1000円シニア1000円 

▼13（日）第24回秋田声楽研究会定期公

演オペラ・オペレッタフェスタ＝15:00～

＝料一般3000円学生2500円 

▼19（土）おはなしでてこい＝14:00～

／文化会館自主公演事業「冬バン2008」

＝17:30～＝料一般500円 

■スポーツ 
▼1・1（火）第27回北秋田市元旦マラソ

ン大会＝集合場所：市中央公民館 

▼5（土）～6（日）第60回大館北秋田中学

校スキー大会（クロスカントリー競技）

＝高津森クロスカントリーコース 

▼13（日）新春社会人バスケットボール

大会＝合川体育館 

▼14（月）第3回北秋田市民卓球大会＝

鷹巣体育館 

▼19（土）～20（日）全県高校新人フェン

シング大会＝合川体育館 

▼26（土）新春ジャンボカルタ大会＝合川体育館 

■
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
座
第
１
弾 

 

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
っ
て
身
近

な
小
物
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か 

日
時
　
１
月
23
日（
水
）
９
時
30
分
〜
16
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
菅
原
知
明
さ
ん 

内
容
　
フ
ク
ロ
ウ
の
状
差
し
作
り 

持
ち
物
　
木
工
用
ボ
ン
ド
、
は
さ
み
、

も
の
さ
し
、
洗
濯
ば
さ
み
20
ケ
、
昼
食 

材
料
代
　
１
０
０
０
円
程
度 

定
員
　
15
人（
先
着
順
）
　 

申
込
締
切
　
１
月
17
日（
木
） 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９ 

■
ひ
ま
わ
り
の
家
《
１
月
イ
ベ
ン
ト
》 

　
１
月
３
日（
木
）
岩
谷
キ
ミ
子
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
１
月
４
日（
金
）
渡
辺
富
雄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
※
両
日
と
も
13
時
〜
大
広
間
で
開
催 

　
１
月
５
・
６
日（
土
・
日
）
冬
休
み
親
子
工
作
教
室 

　
※
材
料
代
無
料（
入
館
料
の
み
） 

問
合
せ
　
ひ
ま
わ
り
の
家
 

　
　
　
　
　
　
　
�

78-

４
０
２
５

■
ス
キ
ー
無
料
講
習
会
開
催 

期
日
　
１
月
26
日（
土
）〜
27
日（
日
） 

　
　
　
３
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
） 

場
所
　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場 

集
合
　
９
時
30
分
　
山
麓
駅
舎
内
ホ
ー
ル 

対
象
者
　
中
学
生
以
上 

募
集
人
数
　
各
日
20
名（
先
着
） 

申
込
締
切
　
１
月
分
　
１
月
23
日（
水
） 

　
　
　
　
　
３
月
分
　
３
月
５
日（
水
） 

※
希
望
者
に
は
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
も
行
い
ま
す 

問
合
せ
　
阿
仁
支
所 

　
　
　
　
　
�

82-

２
１
１
４（
上
杉
） 

■
自
衛
官
追
加
募
集 

募
集
内
容
　
２
等
陸
・
海
・
空
士 

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子
 

受
付
締
切
　
１
月
25
日（
金
） 

試 

験 

日
　
２
月
３
日（
日
） 

身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員 

問
合
せ
　
自
衛
隊
大
館
出
張
所
 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８

■
農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会 

開
催
日
　
１
月
10
日（
木
）
 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー
 

時
間
　
〔
鷹
巣
・
合
川
地
区
の
方
〕
 

　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分
 

　
　
　
〔
森
吉
・
阿
仁
地
区
の
方
〕
 

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
 

対
象
　
本
年
の
確
定
申
告
か
ら
初
め
て

収
支
計
算
を
さ
れ
る
方 

問
合
せ
　
大
館
税
務
署
 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

０
６
７
１

■
世
界
の
エ
ア
ラ
イ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
展
開
催
中 

　
日
本
や
外
国
の
航
空
会
社
28
社
か
ら

提
供
さ
れ
た
41
種
類
の
エ
ア
ラ
イ
ン
カ

レ
ン
ダ
ー
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
 

開
催
日
　
１
月
９
日（
水
）ま
で
 

場
所
　
大
館
能
代
空
港
２
階
ロ
ビ
ー
 

※
展
示
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
抽
選
で

希
望
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
応
募

用
紙
は
空
港
２
階
ロ
ビ
ー
に
あ
り
ま
す
。

応
募
締
切
　
１
月
９
日（
水
）ま
で
 

問
合
せ
　
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
 

　
　
　
　
�

62-

５
３
３
０

 

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
《
１
月
》 

時
間
　
9
時
〜
12
時 

日
程 

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
７
・
21
・
28
日
 

　
森
吉
支
所
　
　
　
　
　
毎
週
火
曜
日 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
水
曜
日 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
毎
週
木
曜
日
 

※
手
続
に
30
〜
40
分
か
か
り
ま
す
余
裕

を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

■
健
康
相
談
《
１
月
》 

時
間
　
9
時
30
分
〜
11
時
30
分 

日
程
　 

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
９
日（
水
） 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
７
日（
月
） 

　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
18
日（
金
） 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
　
10
日（
木
） 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
参
　
健
康
手
帳（
な
い
方
に
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
（
中
期
） 

開
催
日
・
場
所 

　
１
月
18
日（
金
） 

森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
１
月
25
日（
金
） 

市
保
健
セ
ン
タ
ー 

時
間
　
18
時
〜
20
時
 

対
象
　
４
月
〜
６
月
出
産
予
定
の
方 

　
　
　
及
び
そ
の
家
族 

内
容
　
調
理
実
習
・
パ
パ
妊
婦
体
験
等
 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
・ 

　
　
　
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン 

締
切
　
開
催
日
の
１
週
間
前 

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談

及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
） 

期
日
　
１
月
17
日（
木
） 

場
所
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
2
階
相
談
室
 

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時
　 

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時 

相
談
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医 

問
合
せ
・
申
込
み
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
�

62-

１
１
６
５ 

■
管
理
栄
養
士
国
家
試
験 

願
書
提
出
期
間 

　
１
月
11
日（
金
）〜
17
日（
木
）※
厳
守 

願
書
提
出
先
　 

　
試
験
地
を
管
轄
す
る
各
地
方
厚
生
局
 

　（
札
幌
・
仙
台
・
東
京
等
全
国
８
ヶ
所
） 

※
試
験
要
領
・
書
類
は
左
記
問
合
せ
先

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
　 

問
合
せ
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
�

62-

１
１
６
５ 

 
お
知
ら
せ 

守ろう確かめようこの最低賃金 

秋田県最低賃金 
 

１．住所変更の届出がお済みでない方は… 

　社会保険庁にお届けいただいている住所が現住所と違っている方

には「ねんきん特別便」をお届けできない場合があります。ご住所

の訂正（変更）は、ご自身による手続きが必要となりますので、住

所変更の手続きをお願いいたします。 

２．結婚等で名字が変わった方は… 

　名寄せにより結び付く可能性のある記録を探すためにも、お手持

ちの古い年金手帳をご確認いただき、氏名変更のお届けがなされて

いない方は、変更の届出をお急ぎくださいますようお願いします。 

３．「ねんきん特別便」が届いた方は… 

　「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把握している加入記録を

お知らせしています。ご自身の記録にもれがないか十分にご確認い

ただき、訂正がない場合には同封の「確認はがき」を、訂正がある

場合には「年金加入記録照会票」を、必ず提出していただきますよう、

ご協力をお願いいたします。 

　◎問合せ　鷹巣社会保険事務所　�６２－１４９７ 

年金特別便～大切な記録を届けます 

　社会保険庁では、約5000万件の未統合記録と基礎年金番号で管理されている記録との名寄せ（氏名、性別及

び生年月日の突合せ）等をおこなった後、12月中旬以降から、記録が年金に結びつく可能性がある方、その他の

年金受給者、現役加入者の順番で、加入期間及び加入履歴を記載した「ねんきん特別便」を送付しています。 

 

 

  

【年金特別便送付スケジュール】 

平成20年１月を目処 

未統合記録と氏名、性別及び生年月日が一

致し、記録が結びつくと推定される方 

▼ 

平成20年２月～３月を目処 

未統合記録と氏名、性別及び生年月日の一

部が一致し、同一人と推定できる場合であ

り記録が結びつくと推定される方 

▼ 

平成20年４月～５月を目処 

既に年金を受け取られているその他の方 

▼ 

平成20年６月～10月を目処 

今後年金を受け取る予定のその他の方 

 

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６ 

問 

 

 

―　健康づくり標語　― 
「めざすぞ！健やかパワーで

　 明るく元気な　北秋田」

■子育てサークル　10：00〜11：40

10日 

 

24日 

 

18日 

 

23日 

 

16日 

合川保健

センター 

合川保健

センター

市保健セ

ンター 

米内沢保

育園 

大阿仁保

育園 

新年会 

 

雪遊び 

 

親子遊び 

 

お買い物ごっ

こ 

身体を動かし

て遊ぼう 

問合せ　保健センター　�62-6666

ふれあい広場 

キッズパーク 

サークル名 日程 会場 内容 

めだか教室 

子育て 
サークル 

時間額 ６１８円 
※全ての産業に適用されます 

問合せ　大館労働基準監督署 

�０１８６－４２－４０３３ 
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認ください 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける

場合は、診療に応じかねます。▼往診はしてい

ません。年齢・病気の病状にかかわらず事前に

当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

税の納期限 

お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

佐

藤

裕

紀

 

七

尾

真

琴

 

ひ

ろ

の

り

 

ま

こ

と

 
 　

さ
ん 

　
さ
ん 

藤

株

 

田

中

 

（ 

1月31日まで

国民健康保険税 
お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

藤

嶋

愛

花

 

畠

山

泰

智

 

若

松

朝

陽

 

 

坊
沢
羽
立
 

舟

場

 

元

町

 

  

二
女
 

二
男
 

三
男
 

臣
教
 

博
光
 

善
吾
 

恵
 

枝
里
子
 

弥
恵
子
 

ま

な

か

 

た

い

ち

 

あ

さ

ひ

 
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

慶
弔
だ
よ
り
 
12 
月
1
日
〜
15
日
届
出
分 

）
 

）
 

）
 

（
 

（
 

（
 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

眞
崎
ハ
チ
ヱ  

倉

内

敏

子

  

佐

藤

キ

ミ

  

工

藤

省

藏

  

堀

部

富

子

  

津

谷

靜

造

  

野

呂

重

　

  

佐

藤

好

弘

  

山
城
ヨ
シ
子  

戸

澤

　

一

  

大

川

ト

ミ

  

住
吉
町   

高
村
岱   

南
陣
場
岱 

宮
前
町 

南
鷹
巣 

坊
沢
相
善
町 

前

山

 

岩

谷

 

七
日
市
本
郷 

前

山

 

材
木
町 

88 79 94 80 60 89 78  86 77 84  96 

 

伊

東

義

剛

 

佐

藤

亜

希

子

 

よ

し

た

か

 

あ

き

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

あ
け
ぼ
の
町
 

大

館

市

 

（ 

齋

藤
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62－2882 
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医 療 機 関 名  

北 秋 中 央 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院  

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

う え だ ク リ ニ ッ ク  

藤 原 医 院  

奈 良 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

佐々木産婦人科医院  

盛 岡 外 科 医 院  

佐藤外科消化器科医院 

児玉内科クリニック  

 

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　�７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００　 

ひまわりの家　　　　�７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

１、２、３、９、１４、１６、２０、２３、３０日 

１、２、３、５、６、１２、１３、１４、１９、２０、２６、２７日 

１、２、７、１５、２１、２９日 

１月の休館日  
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市　県　民　税 第４期 

　私たちが住む住宅や土地に関する大きな

調査が10月に行われることを多くの人に

知ってもらい、調査が円滑にできるよう、

イメージにあった標語を募集します。 

応募方法　▽どなたでも応募できます▽一

人一作品とします▽作品は未発表のもので

あり、自作のものに限ります。 

応募先　〔電子メール〕 

　　　　  housing-land@stat.go.jp 

　　　　〔はがき〕下記問合せと同じ 

応募期間　1月11日（金）～2月11日（月） 

問合せ　総務省統計局国勢統計課　住宅土

地統計調査広報担当（東京都新宿区若松町

19-1）�０３－５２７３－１１５５ 

住宅･土地統計調査
標語（キャッチコピー）募集

皆様からの応募をお待ちしています 

　本年の北秋田市消防出初式分列行進は森吉地区で開催さ

れます。下記のとおり交通規制を行います。 

　なお、当日の分列行進及び、式典に秋田県知事が参加さ

れます。 

【日　時】　平成２０年１月４日（金）　午前９時～１０時 

【交通規制箇所】 

・通行止め　森吉薬局前交差点～黒沢地区国道285号交差点 

・進入禁止　郵便局前Ｔ字路～秋田土建前 

　　　　　 佐藤歯科前Ｔ字路～大町交差点 

◎問合せ　 北秋田市消防本部　�６２－１１１９ 

北秋田市消防出初式分列行進に係る
交通規制のお知らせ

　北欧の杜公園では冬期間も営業していま

す。下記のとおりスキーセットやソリなど

を無料で貸出しております。どうぞご利用

ください。 

営業期間　３月３１日まで　８：３０～１７：００ 

無料貸具　・ソリ【大・小】　・箱ゾリ 

・ノルディックスキーセット【大人用・小人用】 

・スノーシュー【大人用・小人用】 

・雪だわら 

常設コーナー　・国体記念モニュメントが

秋田駅より当公園内に移設になりました。 

・木彫とチェーンソーアート展示中 

・田沢湖の朝展示中 

問合せ　北欧の杜公園　�７８－３３００ 

北欧の杜公園冬期営業

日　時　１月２０日（日）　１０：００～１５：００ 

場　所　市中央公民館　ホール 

内　容　開会（１０：００～）・講話（１０：１５～１１：４５）・演示発表（１３：００～１５：００） 

　◆講話　『美味雑感』　講師　佐藤重任氏（北秋田地域振興局） 

　　※食の仕掛け人でもある佐藤氏が「美食」と「業」、「店を育てる小粋な客」、

　　　また、自身が関わっている地域のうめ～もん創作等についてお話しします。 

　◆演示発表　唱歌を歌う会・鷹巣消費者の会・坊沢ゴリエアロ・

　　唱歌を楽しむ講座（綴子）・綴子舞踊サークル・栄公民館健康

　　体操講座・沢口公民館舞踊講座・新舞踊教室（七日市）・健康

　　体操とレクダンス（七日市） 

　◆作品展　各公民館サークル等の作品展示（１月１９日～２３日） 

　　押し花教室『花ことば』（中央）和紙のおり絵の会（坊沢）・

　　綴子洋裁講座・綴子ビーズ教室・綴子手芸講座・布ぞうり

　　講座（七日市）など 

昼食代　５００円　 

問合せ・申込み　申込書にご記入のうえ、１月１１日（金）まで、現金

　　を添えて市中央公民館（�６２－１１３０）へお申し込みください。 

平成19年度  鷹巣地区公民館まつり 

平成20年6月15日開催 

第59回 全国植樹祭 
テーマ
「手をつなごう�
���森と水とわたしたち」
会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

植樹祭シンボルマーク 
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公立米内沢公立米内沢 
総合病院総合病院 
公立米内沢 
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観閲地点観閲地点 

出発地点 
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ガイド

日時 ２００８/２月３日(日)

　　　開会式◇９：００〜

場所 市営薬師山スキー場

第１回北秋田市民スキー大会第１回北秋田市民スキー大会

�

【小学生・中学生の部（大回転＆距離=0.5〜3ｋｍ）】

【一般男子の部（大回転＆距離）】

◇青　　年（高校生〜３０歳）��※距離は２щ　

◇成　　年（３１歳〜４０歳）��※距離は１щ　

◇壮年１部（４１歳〜５０歳）��※距離は１щ

◇壮年２部（５１歳〜６０歳）��※距離は１щ

◇壮年３部（６１歳〜 ）��※距離は１щ

【小学生・中学生の部（大回転＆距離=0.5〜3ｋｍ）】

【一般男子の部（大回転＆距離）】

◇青　　年（高校生〜３０歳）��※距離は２щ　

◇成　　年（３１歳〜４０歳）��※距離は１щ　

◇壮年１部（４１歳〜５０歳）��※距離は１щ

◇壮年２部（５１歳〜６０歳）��※距離は１щ

◇壮年３部（６１歳〜 ）��※距離は１щ

【一般女子の部（大回転＆距離＝１km）】��
◇１部（高校生〜３０歳）◇２部（３１歳〜４０歳）◇３部（４１歳〜)

【スノーボードの部】　男女（年齢制限なし）

【リレー】

◇小学生学校対抗リレー（男子２щ×４名・女子２щ×３名）��

◇地区対抗リレー��（１щ×５名）

【歩くスキー】

◎子供から大人まで、どなたでも参加できます。（約０.５щ）

◎高校生・一般の方の参加申し込みは直接鷹巣体育館へ申し

込み下さい。<�申込期限>１月１６日（水）

◎申し込み・お問い合わせ　鷹巣体育館　６２−３８００

阿仁スキー場ゴンドラで直行する神秘の世界

見頃期間　平成２０年１月１２日（土）〜３月２日（日）

会場　森吉山阿仁スキー場（スキー場は３/３０まで営業）

ゴンドラ運行時間　９：００-１６：００（下り最終乗車１５：３０）

※天候、日照時間などにより営業時間の変更や運行中止もあります。

阿仁の「樹氷」

　阿仁スキー場の樹氷は、ゴンドラ山頂駅舎からも見ること

ができ、徒歩５分で樹氷群を鑑賞できるのが阿仁スキー場の

魅力です。果てしなく広がる白銀のうねりと妖しく輝くアオ

モリトドマツの樹氷の群。樹氷や霧氷をぬっての林間スキー

のすばらしさをあじわえるのも魅力です。 

サンシャイン
コース
サンシャイン
コース

パラダイス
コース
パラダイス
コース

ゴンドラ
山頂駅舎（1,167ｍ）
ゴンドラ
山頂駅舎（1,167ｍ）

避難小屋

森吉神社
避難小屋

樹氷鑑賞コース（1周30分）樹氷鑑賞コース（1周30分）

樹氷平

樹氷平の略図樹氷平の略図

登山コース
（要届出）
登山コース
（要届出）

阿仁
スキー場

片　道　券

往　復　券

※宿泊パック（往復）

１,０００円

１,５００円

１,２００円

５００円

７５０円

６００円

大人・シニア 小学生

※北秋田市の宿泊施設利用者

■ゴンドラ料金

■お問い合わせ
　森吉山阿仁スキー場　８２―３３１１
■お問い合わせ
　森吉山阿仁スキー場　８２―３３１１

■「樹氷教室」を開催！■「樹氷教室」を開催！
阿仁阿仁の樹氷樹氷のでき方、方、仕組仕組みを説明説明する樹氷教室樹氷教室を期間中、期間中、毎

日開催日開催します。参加希望参加希望の方は、山頂駅隣山頂駅隣の樹氷総合案内所樹氷総合案内所へ

集合集合してください。 

開催時間◇午前の部�１１：００�◇午後の部�１４：００

阿仁の樹氷のでき方、仕組みを説明する樹氷教室を期間中、毎

日開催します。参加希望の方は、山頂駅隣の樹氷総合案内所へ

集合してください。 

開催時間◇午前の部�１１：００�◇午後の部�１４：００

﹁
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の
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人
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�
を
体
感
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��

第２
ロマンスリフト
第２
ロマンスリフト

樹氷総合案内所
・トイレ
樹氷総合案内所
・トイレ

長崎花屋長崎花屋

問��市文化会館���62-3311

北秋田市文化会館自主公演事業

撮影撮影：富樫富樫 弘 さん 撮影：富樫 弘 さん 


